
 

会 議 名 第２回地域計画分科会 公  開 

日  時 
令和３年７月２６日（月） 

午後７時３０分～午後９時３０分 
場  所 

一鍬田公民館 

２階 集会室 

出 席 者 

（委員） 

伊藤寿規、安形茂、小林勝則、井上こずえ、滝川多嘉子、田中純子、 

細田圭介 

（事務局） 

 自治振興課：加藤課長、宮本主任 

 自治振興事務所：近藤所長、岡本主任 

欠 席 者 
（委員） 

山本いづみ 
傍 聴 者 なし 

配布資料 

次第、「八名地域計画」見直しに伴う意見について、令和３年度【地

域計画の見直し案】、鳳来中部地域計画推進委員会について、令和

４年度八名地域自治区予算について（案） 
 

議題・議事・発言等（要点記録） 

１ 開会 

分科会長が挨拶を行い、本日の分科会成立の報告を行った。 

 

２ 議事 

（１）八名地域計画見直しに対する議論 

八名地域計画の見直しにあたって地域活動支援員及び地域協議会委員へ行った意見

聴取により作成した資料１及び資料２を事務局が説明し、議論した。 

 

（主な意見） 

（委員）根本的に計画自体を見直しするか、既存の計画を一部修正するかによって違う

ため方針を定めることが必要ではないか。 

（事務局）皆さんより多くの意見をいただいたが、意見を整理していく必要があるのと

考える。それを今回の見直しに反映するものを仕分けしていく方針でどうか。 

（委員）分科会委員のみではなく、地域協議会委員や地域活動支援員等の意見を提出し

ていただいた方にも参加いただけるような機会を設け、見直しに伴う手順を定めてはど

うか。某プロ野球選手の目標に対する考え方に当てはめてみると、地域計画の見直しに

対するヒントや気づきがあるのではないか。場合によっては大きく見直しすることも必

要と感じるが、もう少し議論する必要があると思う。 

（委員）地域計画はたくさんのことを記載しているため、見にくくなっているのはある

程度しょうがないと感じている。そのうえで、Ｐ１５の実施計画から変更してはどうか

と思って意見した。順序を整理すればもう少し見やすくなるのではないかと思う。市の

総合計画の計画期間４年に合わせて見直しすることを念頭に策定されたのではないか。

地域計画については既存のものを大きく変える必要はないと感じるが、資料編や概要版

など対外的に見てもらうものを作成する必要があるのではないか。 

（委員）既存の計画は平成３０年（２０１８年）に策定され、４年の計画期間である。

昨年度は評価を実施した経緯があるが、もう少し長期的な計画期間をもって計画の見直

しをしてはどうかと思う。市の総合計画の４年に合わせて見直しすることを踏まえて策

定したのか。 



（分科会長）当時そうした考えはなく、偶然合っている。 

（委員）最近は地域自治区制度をやめてしまうケースがあると聞くが、今後も制度は続

くのか。 

（事務局）令和３年３月に舟着地域で市長に同趣旨の質問をした住民がいたが、住民が

制度のことを評価・点検し、今後どのように進めていくべきか検討していただければよ

いと明言している。 

（分科会長）八名地域計画は「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」を全て網羅した作

りとなっているので、もう少しスマートなものに整理してはどうか。 

（委員）計画の柱となるものが８項目は多い気がする。まとめられるものはまとめ、ス

マート化を目指すのはどうか。 

 

 ある程度議論ができるよう、事務局と役員でたたき台を作り、次回議論することとな

った。 

 

（２）地域計画推進の仕組みを検討するための予算について 

 事務局から、地域計画の推進について、資料３、資料４について説明した。 

 その後、実行団体との連携が図れる体制を構築していくための会議用消耗品費、地域

計画概要版作成のための印刷製本費、デジタルマップ（仮）作成委託料について協議し、

「消耗品費」、「印刷製本費」を計上していくことになった。 

 

（主な意見） 

 デジタルマップ（仮）については、今後何に使うためのものか用途を定めるための議

論が必要とのこととなった。 

 

３ その他 

 ・ 次回の地域計画分科会について 

話合いの結果、次回の分科会を令和３年８月１９日（木）１９時半から一鍬田公民

館２階集会室で開催することとなった。 

 

４ 閉会 

 

 

 

 


